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新 エ ネ ル ギ ー 委 員 会 の お 知 らせ （第328回 ）

日 時

場 所

平成30年12月4日 （火）午後1時 半 ～4時

衆議院第一議員会館 地下1階 第1会 議室

千代 田区永 田町2－ －2－1

◆国会議 事堂前 駅 （丸 の内線 ・千代 田線） ①番 出 口よ り2分 、永 田町

駅 （有楽町線 ・半蔵 門線）①番 出 口よ り下車5分 。 当 日、午後1時

よ り、議員 会館 玄関 にて、通行 証 を差 し上 げます。 その時刻前 に到

着 され た方 は、恐縮 ですが、受付 脇 の ロ ビー にてお待 ち下 さい。 ま

た、会議 開始 後 にお越 しの方 は、受付 に 「第1会 議室 に行 きたい」

旨お伝 え下 され ば、お迎 えに参 ります。

議 題1、 最近 の再生 ・新 エネル ギーに つ いて想 う

挨拶 中島稔新 エネルギー 委員長

2、 エネル ギー 白書 の解説

解 説 資源 エネル ギー庁長 官 官房総務課 調査 広報室

三輪 田祐 子室長補 佐

3、 『新 エネルギー 関連 ニ ュー スNO．181』

解説 中島稔 新エネル ギー委 員長

報 告 去 る11． 月6日 開催 の第227回 新 エ ネ ル ギ ー委 員 会 は 、 中島

稔 新 エ ネル ギー委 員長 が議長 を務 め行 われ ま した。

まず 、 中島委員長 よ り、 「最近 の再 生 ・新 エネ ル ギー につ い て想 う」

と題 して開会挨 拶 があ りま した。 ガ ス ター ビン技術 を応 用 した超小 型

発電装 置 を電気 自動車 に搭載 し、航 続 距離 を伸 ばす技術 を三菱重 工が

開発。 マ ツダは独 自の小型 で高 出力 の ロー タ リー エ ンジ ンを開発。 こ

れ らはマイル ドハ イブ リッ ドと呼 ばれ 、電気 自動車 以上 の普及 が予想

され る。 また、 トヨタは燃料電 池車 こそ が主流 と見込 ん で開発 を続 け

てい る。電気 自動車 は膨 大な設備投 資 を要 し、電力 をつ くる際 にCO

2を 出す一方 、燃 料電池 車 はCO2を 出 さない。製 造 コス トを下げ て購入 価格

を下 げ られれ ば、燃料電 池車 が電 気 自動車 を凌 駕す る こ とも不 可能 ではない は

ずだ。

次 に、清原淳 平専務理事 より、本 日の講師 ・藤代芳伸 産総研無機機能材料研 究

部門グループ長 の経歴紹介 があ りま した。次 に、藤代 グル ー プ長 よ り、 「拡散 焼

結 技術 を用 いた 高効 率燃料 電池 と題 して解説 をい た だきま した。燃 料電 池 の

利 点は高温 で作動す るた め、燃 料 を改質 な しで利 用 可能 だが、新 しい タイ プ の

プ ロ トン伝導 型 は、 よ り発 電作動温度 を下げ る こ とがで き、耐熱材料 の コス ト

を削減 で き る。従来型 は燃料極 で水 が生成 され 、燃 料 が薄 め られ て しま うが、

新型 は空気極 で生成 され るので、燃 料利用 率 も高ま る。 伝導性 セ ラ ミクスの焼

成 も難 しい課題 だ ったが、酸化 ニ ッケル を蒸 気化 し、 そ の上 でセ ラ ミクス を焼

く拡散焼 結法 を用 い て、 よ り低 温で焼成 に成 功 した。 これ に よっ て、 よ り大型

で複 雑 な形 状 のセ ラ ミクス部材 の製 造 が可能 になっ た。 現在 は80ミ リ角 サイ

ズのセル 作成 に成 功 した。電解 質材 料 は、燃 料電池 が作動 してい る環境 で電子

の漏 出が生 じるので、 これ を抑 え、 よ り高効 率 を 目指 してい る。現 在 の 目標 は

70％ であ る。

次 に、 中島稔委 員長 よ り 『新エネル ギー 関連 ニュー スN・．180』 の解 説 が あ

りま した。今 回 は、○ア メ リカ で トマ トの廃 棄 物 を使 った微 生物燃 料発 電 を開

発。 トマ トが含 む微 量栄養素 が発 電 に適 して い る との こ と。 ○太陽 光 な ど再生

可能エネル ギー を使 って生成 した水素 由来の ア ンモ ニア を燃 料 とす る発 電 シス

テ ムの開発 。 ア ンモ ニア を安 定 させ る触媒 を新 開発 。 ○下水 汚泥 を、オ ゾ ンを

使 って効 率 よ く発 酵 させ 、 メタ ンガ ス発電 に利 用。 大都 市 で しか採算 が合 わな

かった が、 目標 が達成 で きれ ば、人 口20万 人台 の都 市で も利用 が見込 め る。

○約240社 ・団体 か らな る再 生可能エネル ギー の普及 に取 り組 む組織 が 日本

で活動 を広 げてい る。 ○経産省 、太陽光発電 の買 い取 り制 度見 直 しに着 手。 当

初 の価格 が割 高 に設 定 され て いたた めだ が、反 発 も予想 され る。 ○ 日本 国 内で

23年 ぶ りの大規模 地熱発 電所 が秋 田で来年運 用 開始予定 。 ○な どの解説 が あ

り、一 同大い に勉 強 にな りま した。

★ レクチュアにつ き、当 日会費 会員千円にご協力 を。

次回、12A4日 （火）の新エネル ギー委員会 に

御芳名

出 ・ 欠 （いずれかに○印）

貴方様のFAX

テ ロ対 策へ の警 備 か らの要 請上 、会 員に限 ります 。

非会員 で参 加希 望者 は、2日 前までに履歴書をご提 出下さい。

（その際の会費は二千円とな ります。）
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